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豊田唯氏が提出した博士学位請求論文『セビーリャ、サンタ・カリダード聖堂研究』について
の公開審査会は 2015 年 3 月 23 日、15 時 00 分、審査委員（主査）大髙保二郎、副査 益田朋幸、
副査 松原典子（上智大学外国語学部准教授 専門はスペイン近世・近代絵画史）の全審査委員
の出席のもとに本文学学術院内にて行われた。
初めに、豊田氏が請求論文の目的と概要を提示し、論文中の要となる２大テーマ、①ムリーリ
ョの「慈悲の業」連作と主祭壇衝立、② バルデス・レアルのヴァニタス画とムリーリョの聖人
画を題材として、パワーポイントを用いながら明快かつ詳細に論究した。その発表を踏まえて、
大髙、益田、松原の順に活発で厳正な質疑応答を重ねて同論文の諸問題を深め合った後、引き続
き一般参加者もまじえた意見交換が行われ、審査会は 17 時 20 分をもって終了した。以下は、そ
の中での質疑応答のまとめと、論文の主たる概要である。
本論文の目的は、カリダード聖堂の絵画群と祭壇衝立について、その主題がいかに相互に連関
しあい、聖堂装飾プログラムとして機能していたのかを解明するところにある。それら計 11 点の
作品は、提出者の推測によれば、1660 年代後半に集中的に制作が進められた 7 点（6 点のムリー
リョ絵画と主祭壇衝立）、および 1672 年に追加として描かれた 4 点（2点のバルデス・レアル絵画
ともう 2点のムリーリョ絵画）に大きく分けられる。そして、堂内の正面入口付近に飾られた各 2
点のバルデス・レアルのヴァニタス画とムリーリョの聖人画は、7 点の先行作品とは異なる別のコ
ンセプトのもとに生み出されたのではないか。これが提出者の仮説としての導入である。
この仮説の立証をとおして、提出者はカリダード聖堂の装飾プログラムの重層性を分析してい
く。そのために、まず第 I 章では、聖堂装飾プログラムの考案者たるマニャーラの生涯とカリダ
ード兄弟会の沿革を詳述し、その人物像や創立理念が明らかにされる。続いて、マニャーラの会
長就任以降、いかに兄弟会の神学基盤が強化され、活動が拡充されたのかを考察する。さらに、
本章の最後に、カリダード聖堂の建設と内部装飾のプロセスが整理される。
第 II 章では、1660 年代後半に構想が練られた 6点のムリーリョ絵画と主祭壇衝立を対象に、そ
のコンセプトが論じられる。マニャーラ自身の説明によれば、それら 7 点の作品は全体として中
世以来の宗教伝統たる「七つの身体的慈悲の業」を暗示する。それに対して提出者の独自性は、6
点のムリーリョ連作においてマニャーラがカリダード兄弟会の会員に向けて、「七つの慈悲の業」
の全容を掲げつつ、聖フアン・デ・アビラの説教に倣って「エウカリスティア」（聖体の秘蹟）の
重要性を伝えようとしたその可能性の分析と解釈にある。その理由は、当時の兄弟会が奉仕の対
象を「眠る墓のない死者」から「身寄りのない貧者」全般へと広げるのに際し、神学的な基盤を
改めて固めようとしていたことに求められるという。事実、1664 年初頭のカリダード救貧院開設
の決定は、兄弟会つき司祭の設置、および同聖堂におけるミサや説教の導入とともに実現してい
る。提出者の主張によれば、当時の兄弟会にとってエウカリスティアは、新たな「慈悲の業」が
信仰の賜物として神に受け容れられるためにも、その実践のために皆が改めてキリストにおいて
「一体」となるためにも、不可欠な秘蹟なのであった。
第 III 章では 1672 年に制作の四大絵画について、その主題上の緊密な連関性がマニャーラの著
書『真理の論考』を根拠に指摘された後、個別の図像解釈が試みられる。同書では読者に対し、
第一に、一刻も早く現世への執着から脱して死に備えるべきであること、そしてその手段として、
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聖人を範に美徳を積み上げるべきであることが順に唱えられている。この「論考」の展開を提出
者は、翌年にカリダード聖堂へと献じられた作品グループに通底するものとして捉える。確かに
堂内でも、死の絶対性と回心の必要性を説く 2 点のヴァニタス画が正面入口側に、聖人の善行を
称える 2 点の聖人画が内陣側に飾られた。その事実を根拠に提出者は、マニャーラが計 4 点の絵
画を介し、みずからの「死」と「生」をめぐる信念を『真理の論考』からカリダード聖堂へと再
現しようとした可能性を指摘する。
この使命のもとでバルデス・レアル作の《束の間の命》と《この世の栄光の終わり》は、カリ
ダード兄弟会の会員に対し、画面の終末論的なモティーフに自己の行く末を鏡のごとくに投影し、
ひたすら省察に励むように迫るものであったと主張する。そして、その自己省察のクライマック
スにあたる《この世の栄光の終わり》画面中央の「審判の秤」を前に彼らは、みずからの死後に
天秤が救済の方向へと必ずや傾くように、いままで以上に真剣に兄弟会の活動に献身することを
改めて誓っていたのであろう。また、ムリーリョ作の《聖フアン・デ・ディオス》と《ハンガリ
ーの聖エリザベート》にも、提出者の試論によれば、絵画イメージを介した自己省察は受け継が
れている。すなわち、それらの聖人画において兄弟会の会員は、みずからを顧みずに病人の搬送
や看護に邁進する二人の聖人を自分自身に重ね、1672 年初頭に兄弟会が創設を決定した施療院の
理念である「病人の施療院への搬送」と「不治の病人の看護」への覚悟を改めて決意していたと
想定する。結局マニャーラは、セビーリャの各施療院への中継施設であるとともに、それらのす
べてから拒まれた病人の収容施設でもあるカリダード新施療院の運営を、「セビーリャにおけるす
べての病人の保護」への壮大な挑戦として高らかに宣言しているのだと結ぶ。
以上の二つの作品グループは、提出者の結論によれば、それぞれの制作時期におけるカリダー
ド兄弟会の一大革新の正統性を裏づける使命を帯びていた。しかし、それらの革新の目的であっ
た「身寄りのない貧者」、および「身寄りのない病人」の保護はいずれも、マニャーラの壮大な計
画たる「セビーリャにおけるすべての貧者の保護」の一環であったという。そして、その実現へ
の端緒こそ救貧院の開設であり、最後の一手こそ施療院の創設であった。つまりカリダード聖堂
の装飾プログラムは、本論文の結語を引けば、カリダード兄弟会が会長マニャーラに導かれ、「死
者の埋葬」を奉ずる一兄弟会からセビーリャ随一の規模を誇る「慈愛の兄弟会」へと段階的に発
展していく過程を映していたのである。
以上のとおり、本論文の新機軸は、カリダード聖堂の装飾プログラムについて、その重層的な
構造を実証的、視覚的に解明しようとしたところに認められる。その結論は、従来のややマンネ
リ化したプログラム解釈を新たな視座から検証し直し、先に進めようとする斬新な新知見として
高く評価される。また、本論文には「資料編」として、同聖堂装飾プログラムの考案者であるミ
ゲル・マニャーラの著書『真理の論考』の原文、および全訳が付されている。同書は、所謂「メ
メント・モリ」を標榜した対抗宗教改革期の神学書の一つであり、17 世紀後半のセビーリャにお
ける美術的、神学的な動向を知るうえでも貴重である。従って同書の邦訳は、今後の我が国にお
けるスペイン黄金世紀の美術史学的、歴史学的な研究にも、基礎資料の一つとして役立つ業績で
ある。
提出者の論考は、同時代文字資料の徹底的な渉猟とそれらの明確な解釈を一方に、11 点の作品お
よび主祭壇衝立に関してのイコノグラフィー的な解読のもとに装飾プログラムを総合的に洞察す
ることを他方にすえながら、これまでのジョナサン・ブラウン等の先行研究への意欲的な挑戦で
あると同時に、重要な問題提起をいくつか行っており、欧米における同題研究の水準に十分に達
している。かくして全審査員により一致して優れた学位請求論文と判断された。
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公開審査会開催日 2015 年 3 月 23 日
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